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相
続
塔
寄
進
の
ご
案
内 -

ダ
ラ
イ
・ラ
マ
法
王
の
銘
板
も- 
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カタを法王から掛けられる台下                                      修
しゅ

多羅
た ら

袈裟
げ さ

を法王に掛けられる台下                     台下に贈る佛語を揮毫する法王 

佛
教
、
神
道
等
、
諸
宗
教
の
交
流
と
、
人
類

の
心
の
安
寧
を
願
っ
て
東
山
浄
苑
東
本
願
寺
に

建
立
さ
れ
た
相
続
塔
。
ダ
ラ
イ･

ラ
マ
14
世 

法
王
も
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
公
式
参
詣
を 

記
念
し
て
刻
銘
し
ま
し
た
。 

こ
の
勝
縁
か
ら
皆
様
に
は
、
神
佛
へ
の
感
恩

の
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
銘
板
の
寄
進
を 

ご
案
内
し
ま
す
。 

冥
加
金
は
1

口
30

万
円
（
銘
板
サ
イ
ズ 

横
40

㍉×

縦
150

㍉
）
か
ら
で
、
東
山
浄
苑 

東
本
願
寺
納
骨
者
を
含
め
、
広
く
有
縁
の
方
々

に
も
お
募
り
し
ま
す
。 
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京
都
の
社
寺
初 

ダ
ラ
イ･

ラ
マ
14
世
法
王
公
式
参
詣 

佛旗を振って出迎える参詣者 

チ
ベ
ッ
ト
佛
教
最
高
指
導
者
の
ダ
ラ
イ･

ラ
マ
14
世
法
王 

猊
下
（
以
下
、
法
王
）
が
11
月
9
日
、
京
都
の
社
寺
で
は 

初
と
な
る
東
山
浄
苑
東
本
願
寺
（
京
都
市
山
科
区
）
へ
の 

公
式
参
詣
を
行
い
ま
し
た
。
大
谷
暢
順
本
願
寺
御
法
主
台
下 

（
以
下
、
台
下
）
は
法
王
と
共
に
人
類
の
仕
合
せ
を
願
い
、 

佛
法
興
隆
に
歩
み
出
す
共
同
声
明
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

佛法興隆を誓い合う台下と法王 

東本願寺 130 年ぶりにチベットとの交流再開

◆
申
込
先
◆ 

東
山
浄
苑
東
本
願
寺
尚
書
（
担
当 

富
山
、
田
中
） 

 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

０
１
２
０-

２
３
１-

３
４
２ 

佛法興隆共同声明 

法王が揮毫した佛語の扁額（チベット語） 
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人

 

類

 

の 

仕

 

合

 

せ 

願

 

っ 

て 

と 

も

 

に 

歩

 

み 

を 

東
本
願
寺
は
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
、
第
22

世
現
如
上
人
が
日
本
で
初
め
て
チ
ベ
ッ
ト
に
使

僧
・
能
海

の

う

み

寛
ゆ
た
か

を
派
遣
し
て
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
13
世

法
王
に
公
式
親
書
を
送
る
等
、
日
本
佛
教
界
に

於
け
る
チ
ベ
ッ
ト
佛
教
と
の
交
流
の
先
駆
者
で

し
た
。
戦
争
等
で
途
絶
え
た
も
の
の
、
今
年
に

入
っ
て
台
下
と
14
世
法
王
が
大
阪
で
面
談
。 

法
王
か
ら
京
都
の
社
寺
で
は
初
め
て
と
な
る 

公
式
参
拝
が
申
し
入
れ
さ
れ
、
約
130
年
ぶ
り
に

交
流
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。 

 

法
王
は
「
活
佛

か
つ
ぶ
つ

」、
台
下
も
「
弥
陀
の
代
官
」

と
し
て
と
も
に
私
た
ち
衆

生

し
ゅ
じ
ょ
う

の
「
善
知
識
」
で

あ
り
、
そ
の
済
度
に
向
け
た
菩
薩
行
に
邁
進
し

て
き
ま
し
た
。
東
京
で
の
邂
逅

か
い
こ
う

で
も
親
鸞
聖
人

が
仰
い
だ
七し

ち

高
僧

こ
う
そ
う

の
１
人
・
龍

樹

り
ゅ
う
じ
ゅ

菩
薩
の
遺
徳

を
偲
ん
で
、
人
類
の
心
の
安
寧

あ
ん
ね
い

を
ど
う
導
い
て

い
く
か
等
、
感
応
道
交

か
ん
の
う
ど
う
こ
う

の
意
見
交
換
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。 

 

こ
の
公
式
参
詣
に
は
、
会
所
の
東
山
浄
苑
東

本
願
寺
嘉
枝
堂

か

え

ど

う

本
堂
に
全
国
か
ら
約
600
人
が 

か  ん  の  う    ど  う  こ  う      か  い  こ  う 
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法悦に包まれた満堂の会所          合唱を披露した園児と触れ合う法王 

万雷の拍手の中、佛法興隆声明を宣言 

チベットの佛像を台下に贈呈する法王                                        「恩を感じる心が大切」と説く台下 

ら
の
質
疑
応
答
に
も
応
じ
ま
し
た
。 

台
下
は
こ
れ
を
受
け
、「
恩
を
感
じ
る
心
が
大

切
。
恩
を
与
え
る
者
と
、
恩
を
受
け
て
そ
れ
を

有
難
い
と
感
じ
る
者
の
両
者
の
感
応
道
交
が
な

け
れ
ば
仕
合
せ
に
な
れ
な
い
」
と
話
し
、
両
師

は
笑
顔
で
手
を
取
り
合
い
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
両
師
に
よ
る
佛
法
興
隆
共
同
声
明

の
署
名
に
大
き
な
拍
手
が
贈
ら
れ
た
後
、
法
王

が
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
持
参
し
た
釈
尊
坐
像
を
台
下

に
贈
呈
、
台
下
は
公
式
参
詣
を
歓
迎
す
る
感
謝

状
を
手
交
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
法
王
か
ら
は
、
み
佛
へ
の
供
物
や 

貴
人
に
贈
る
カ
タ
と
呼
ば
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
の 

白
布
を
、
台
下
は
自
ら
考
案
し
た
経
典
の 

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
・
ス
ー
ト
ラ
か
ら
命
名 

し
た
修
多
羅
袈
裟

し

ゅ

た

ら

げ

さ

を
互
い
に
掛
け
合
い
、
佛
法 

興
隆
に
歩
み
出
す
決
意
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
会
場
を
移
し
て
大
谷
家
に
よ
る 

歓
迎
の
昼
食
会
で
は
、
法
王
が
扁
額
に 

チ
ベ
ッ
ト
語
で
佛
語
を
揮
毫
し
ま
し
た
。 

参
集
。「
佛
法
が
混
迷
す
る
国
際
社
会
を
照
ら
す

一
筋
の
光
明
に
な
る
こ
と
を
」
と
述
べ
た
大
谷

光
輪
本
願
寺
御
門
主
台
下
の
主
催
者
挨
拶
で 

幕
開
け
し
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
法
王
を
歓
迎
す
る
京
都
き
ら
ら 

学
園
（
京
都
市
下
京
区
）
の
幼
稚
園
児
に
よ
る 

「
あ
り
が
と
う
の
花
」
の
合
唱
で
両
師
が
入
堂
。

満
堂
の
参
詣
者
が
佛
旗
を
振
っ
て
歓
迎
し
、
両

師
は
外
陣

げ

じ

ん

で
御
本
尊
阿
弥
陀
如
来
に
参
詣
者
と

と
も
に
合
掌
し
ま
し
た
。 

会
所
は
、
子
供
た
ち
を
抱
擁
す
る
法
王
の
姿

等
か
ら
笑
顔
と
法
悦
に
包
ま
れ
る
中
、
園
児
と

洛
南
小
学
校
（
京
都
府
向
日
市
）
の
児
童
が 

両
師
に
花
束
を
贈
呈
。
外
陣
に
用
意
さ
れ
た 

ソ
フ
ァ
に
法
王
と
台
下
が
並
ん
で
座
り
、
法
王

の
「
お
言
葉
」
と
続
き
ま
し
た
。 

 

法
王
は
「
21
世
紀
を
生
き
る
佛
教
徒
」
と
し

て
、
佛
法
を
論
理
的
思
考
で
と
ら
え
る
こ
と
を

強
調
し
た
ほ
か
、「
仕
合
せ
に
な
る
こ
と
」
と
は

思
い
や
り
の
心
を
持
つ
こ
と
と
説
き
、
会
場
か 

 
 

 

法王を囲んでの大谷家との記念撮影                                                        佛教による人類の救いを意見交換                                               


